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印 刷 和 光 印 刷 

市の人口 総数51,288人（男24,565・女26,723) 世帯数14.898 (7月31日現在） 

森田市長（中列右から 4 人目）に入賞を伝える五工高の黒滝校長（同右）、岩山教諭（同右）、 
五一高の松江校長（同左）、成田教諭（左端）、そして選手のみなさん 

二’量き誉蒸ぎンでマ1二雄＃『・一B菩F事二・‘：・’奪喜I寿雄縄喬舞三喜葬舞 

市 民 憲 章 （昭和59年10月 1日制定） 

昭和62年 

面646 
わた＜したちの先人は、不廃不屈の五所川原
魂をもつてあらゆる困難を克服じ新田を切り
開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き
トげました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広
い視野に立つて西北津軽の人マと協調 
・． し、郷土の限りない発展を願って、こ 
;： こに市民意章を定めます。 

⑨心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

O未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 9 

  

  

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
・
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
・
 

，
 

去
る
八
月
九
日
、
和
歌
山
県

立
体
育
館
で
開
か
れ
た
「第
十

四
回
全
日
本
高
校
少
林
寺
拳
法

大
会
」
で
、
五
所
川
原
工
業
高

等
学
校
（
黒
滝
寛
校
長
生
徒
数

八
百
十
九
人
）
が
、
男
子
団
体

演
武
で
初
優
勝
、
又
、
五
所
川

原
第
一
高
等
学
校
（松
江
哲
男

校
長
先
徒
三
百
八
十
七
人
）
が

女
子
団
体
演
武
で
前
年
に
続
い

て
二
連
覇
し
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
個
人
戦
に
お
い
て
も
、
 

男
子
二
段
以
上
で
石
岡
・
久
米

田
組
（五
工
高
）
、女
子
有
段
で

神
・
木
村
組
（
五
一
高
）
が
タ

イ
ト
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
大
活

躍
。
 

八
月
十
五
日
に
、
五
工
高
の

黒
滝
校
長
、
岩
山
政
則
監
督
、
 

石
岡
伸
朗
主
将
、
五
一
高
の松

江
哲
男
校
長
、
成
田
進
監
督
、
 

そ
れ
に
選
手
、
合
わ
せ
て
二
十

六
名
が
市
役
所
を
訪
れ
、
森
田

市
長
に
優
勝
を
伝
え
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
森
田
市
長
は

「
 

み
な
さ
ん
本
当
に
お
め
で
と
う
。
 

よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

今
後

一
層
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
称
え
ま
し
た
。
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市
出
稼
協
会

（
会長
・
森
田

市
長
）
の
昭
和
六
十
二
年
度
総

会
が
八
月
十
七
甘
、
市
中
央
公

民
館
で
会
員
や
来
賓
な
ど
約
百

三
十
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま

し
た
。
 

総
会
で
は
、
会
長
代
理
の
吉

曲
助
役
は

「市
民
の
み
な
さ
ん

が
安
心
し
て
出
稼
ぎ
で
き
る
よ
 

ー
つ
に
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
 

安
全
就
労
の
推
進
、
留
守
家
族
 

》
 

対
策
な
ど
事
故
の
な
い
明
る
い

出
稼
ぎ
の
推
進
に
十
分
留
意
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係
各

位
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

来
賓
の
高
田
浩
稔
県
出
稼
対

策
室
長
、
宮
地
信
雄
五
所
川
原

労
働
基
準
監
督
署
第
一
課
長
、
 

久
保
純
一
五
所川
原
公
共
職
業

安
定
所
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
議
案
審
議
に
入
り
、
 

前
加
一
 
の
決
算
、六十
二
年
度

の
事
業
計
画
と
予
算
な
ど
を
決

め
た
後
、
役
員
の
改
選
を
行
い

総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
こ
の
日
は
総
会
に
先

立
っ
て
、
市
の
保
健
婦
三
人
が

出
稼
ぎ
さ
れ
る
人
達
一
人
ひ
と

り
の
尿
検
査
と
血
圧
測
定
を
行

い
、
健
康
で
明
る
い
出
稼
ぎ
の

実
現
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

役
員
に
な
ら
れ
た
の
は
次
の

方
々
で
す
。
（
敬称
略
）
 

＠
副
会
長
 

田
中
三
千
男
（
飯
詰
）
藤
田

勇
勝
（
猫
測
）
 

＠
理
 
事
 

野
呂
国
四
郎
（
藻
川
）
長
沢

正
美
（
小
曲
）
須
藤
輝
一
 
（
 

野
里
）
高
橋
逸
郎
（
種
井
）
 

蒔
田
正
美

（
唐
笠柳
）
松
川

利
雄
（
長
富
）
竹
谷
政
美
（
 

梅
田
）
小
田
桐
秀
則
（高
野
）
 

＠
監
 
事
 

工
藤
柾
光
（小
曲
）
一
戸
正

道
（
藻
川
）
斎
藤
由
雄
（
神

山
）
 

暴
力
を
許
す
な
、
市
民
総
ぐ

る
み
で
追
放
に
立
ち
上
が
ろ
う
 

ー
と
八
月
二
十
一
日
、
市
役
所

前
お
祭
り
広
場
で
「
暴
力
団

・

暴
力
犯
罪
追
放
市
民
総
決
起
大

会
」
を
開
き
、
暴
力
追
放
を
訴

え
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
暴
力
団
へ
の
怒
り

と
と
も
に
、
市
民
に
広
が
り
を

み
せ
て
い
る
暴
力
追
放
の
機
運

を
高
め
、
市
民
一
丸
とな
っ
て

排
暴
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
開

か
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
市
を
は
じ
め
、
 

五
所
川
原
地
区
防
犯
協
会
、
五

所
川
原
料
飲
店
組
合
、
接
客
業

防
犯
協
会
、
市
連
合
P
T
A
、
 

五
所
川
原
警
察
署
な
ど
六
十
団

体
約
千
五
百
人
が
参
加
。
 

主
催
者
を
代
表
し
て
小
野
雄

蔵
五
所
川
原
地
区
防
犯
協
会
長

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続
い
て

吉
岡
助
役
が

「明
る
く
平
和
で

潤
い
の
あ
る
街
づ
く
り
の
た
め

に
、
暴
力
追
放
運
動
を
一
大市

民
運
動
に
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
 
 

う
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。
 

ま
た
、
山
田
寿
夫
五
所
川
原

警
察
署
長
が

「
今大
会
を
契
機

に
全
市
民
が
勇
気
と
熱
意
を
も

っ
て
暴
力
の
徹
底
追
放
に
立
ち

上
が
り
、
一
丸
と
な
って
息
の

長
い
運
動
を
続
け
て
ほ
し
い
」
 

と
激
励
。
 

引
き
続
き
、
福
士
孝
一
五
所

川
原
地
区
防
犯
指
導
隊
長
が
「
 

勇
気
を
も
っ
て
明
る
い
五
所
川

原
市
を
建
設
す
る
た
め
、
市
民

総
ぐ
る
み
で
暴
力
団
、
暴
力
犯

罪
追
放
の
運
動
を
す
す
め
る
」
 

と
大
会
決
議
を
読
み
上
げ
大
会

を
終
了
し
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
県
警
音
楽
隊
を
先

導
に
全
員
が
市
内
の
目
抜
き
通

り
を
パ
レ
ー
ド
し
、
又
、
空
か

ら
は
県
警
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
は

く
ち
ょ
う
号
」
が
、
道
行
く
市

民
に
暴
力
追
放
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
 

〈
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉
 

H
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
。
 

口
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い
。
 

同
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
。
 

事
故
の

な
」
い
三
『

難
難
灘
鷺
鷲
マ
罵
h

三
ー
 

明
る
い

出
・稼
ぎ

を

推
進
 

一f
 

ー
市
出

稼

協
会

総
会

ー
 

暴
力
週
散

へ
市
屍
］
丸

J
 

琴

紗
如

放
市
民
総
決
起
大
会
 

血圧測定などの健康診断を行う会員達 

暴力追放を訴えパレードする参加者 
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(
 

。
鵬
紀
宙
冒
臼
冒
お
買
圏
号
 

一豪
州
の
ア
ン

さ
ん
 

‘
央
 

‘
中
 

●

．

」
 

戸
 
「F
ン
 

．
 
ー
ア
 

れ
 

」力
 

‘一
 

《
 」
 つ

 
さ
 

し
 

あ
 

一
 
」
 

酬
 

役
 

市
 

海
市
を
訪
問
し
、
日
中
友
好
親

善
を
深
め
、
無
事
帰
朝
し
ま
し
 

た
。
 

J、ニマ，マ，’,',’．マJニ、“ " ．’、． 	“‘，、二．," 

「祭りと景勝地」フオトコンテスト 
ト目的 祭りと景勝」IIlに対する関心の高揚を目的 

とする。 

ト応募資格 特になし。 

ト題材 五所川原市に関係するすべての祭りと市 

内景勝地を題材としたもの。 

トサイス’ モノクロ・カラー共に四ツ切の単写真。 

ト締切 9 月30日（水）当日消印有効。 

ト賞 最優秀賞1名、優秀賞1名、特選 2 名。 

ト審査員 小材こ昭二氏外 

ト送り先及び間い合せ先 

〒 037 五所川原市岩木町12 五所川原市役ii」〒 

経済部商工観光課内五所川原市観光協会 

("（園）2 111番内線 259 番） 

ー
 
褐
無
料
招
待
 

而
繊
闇

慰
働
馴
〈
ドホ
テ
ル
 

L
山
」
舶

仙
剛
川
d
ー
 

お
 

市
内
原
子
に
あ
る
津
軽
富
士
 
こ
の

早
フ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
野
崎
勝
弘
 
長
は
「
 

社
長
）
で
は
八
月
十
日
、市
内
 
ざ

い
ま

の
老
人
ク
ラ
プ
会
員
を
毎
週
月
、
 
た
ち
に

水
、
金
曜
日
に
各
五
名
ず
つ
、
 

あ
り
、
 

年
間
約
千
名
を
無
料
で
一
泊
一一
 
た
だ
き

食
付
で
招
待
す
る
こ
と
を発
表
 
ま
し

た

し
、
森
田
市
長
に
目
録
を
手
渡
 
市
で

し
ま
し
た
。
 

市
老
人

こ
れ
は
、同
ホ
テ
ル
が建
設
 
専
造
会

を
進
め
て
い
た
「津
軽
金
勢
大
 
通
じ

て

明
神
」
社
殿
の
落成
を
記
念
し
 
し

て
い
 

・

て
無
料
招
待
す
る
も
の
で
す
。
 

英
語
の
指
導
助
手
と
し
て
ォ
 

ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
メ
ル
ポ
ル
ン

か
ら
や
っ
て
き
た
ジ
ェリ
フ
・

ア
ン
・
パ
トリ
シ
ア
さ
ん
（3
0)
 

が
八
月
十
七
日
、袴
田
責
西
北

教
育
事
務
所
長
と
とも
に
、
あ

い
さ
つ
に
市
役
所
を
訪
れ
山
田

収
入
役
と
懇
談
しま
し
た
。
 

ア
ン
さ
ん
は
、わ
が
国
の
英

語
教
育
の
向
上
や国
際
交
流
の

推
進
な
どを
目
的
に
、自
治
、
 

文
部
、
外
務
の
三省
が
合
同
で

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
 

「海
外
青
年
招
致
事業
」
に
応
 
 

じ
、
本
県
に
は
ア
メ
リ
カ
、イ

ギ
リ
ス
の
青
年
八
人
が
訪
れ
、
 

そ
の
中
で
ア
ン
さ
ん
は
西
北
教

育
事
務
所
へ
の
配
属
が
決
ま
っ

た
も
の
で
す
。
 

7
ノ
さ
ん
は
、
夏
休
み
明
け

の
八
月
二
十
五
日
か
ら
一
年
間

の
予
定
で
西
北
五
の
二
十
八の

中
学
校
で
英
語
教
諭
の
助
手
と

し
て
英
語
指
導
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

山
田
収
入
役
は

「本
市
の
子

供
た
ち
に生
き
た
、
正
し
い
英

語
を
教
え
、
力
を
伸
ば
し
て
く
 

だ
さ
い
」
と励

ま
す
と
、
ア
ン

さ
ん
は
「子
供

た
ち
の
英
語
レ

ベ
ル
の
向
上
に

少
し
で
も
役
立

ち
た
い
」
と意

欲
的
に
話
し
て

い
ま
し
た
。
 

こ
の
度
、
中
国
友
好協
会
よ

り
青
森
県
及
び岩
手
県
市
長
会

に
対
し
、
訪
中
の
招
待
が
あ
り
、
 

森
田
市
長
は
去
る
八
月
十
七
日

か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
十
一
日

間
、
訪
中
団

（団
長
、
中
村
十

和
田
市
長
）
の
一
員
と
し
て
北

京
市
、
西
安
市
、
桂
林
市
、
上
 

森田市長（右）に目録を手渡される野崎社長 

こ
の
招
待
に
対
し
て
森
田
市
 

長
は
「
ご好
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
市
内
の
お
年
寄
り

た
ち
に
と
っ
て
大
変
な朗
報
で

あ
り
、
有
効
に
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。
 

市
で
は
、
早
速
こ
の
こ
と
を

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（葛
西

専
造
会
長
）
に
伝
え
、
同
会
を

通
じ
て
利
用
し
て
行
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
 

市
長
 

日
中
友
好
親
善
を
深
め
 

帰
朝
 



,
 

＠
 
今
年
度
か
ら
五
所
川
原
地
区
は
、
北
地
区
（
五小
学
区
）
と
南
地
区
（
南小
学
区
及
び
中
央
小
学
区
）
 

の
2
地
区
に
分
割
さ
れ
ま
す
。
日
時
、
会
場
等
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

本
市
を
中
心
と
し
た
西
北
五

地
方
は
、
昭
和
六
十
年
に
青
森

地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
指
定
、
 

今
年
度
は
津
軽
半
島
振
興
計
画

の
承
認
な
ど
、
明
る
い
展
望
が

次
々
に
ひ
ら
け
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
新
情
勢
に
伴
い
、
 

現
行
の
市
総
合
計
画
を
見
直
し
、
 

二
十
一
世
紀
を
目
指
し
た
五
所

川
原
建
設
に
向
け
、
新
五
所
川

原
市
総
合
計
画
の
策
定
が
急
務

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

こ
の
た
め
、
「市
民
会
議
」
に

お
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
貴
重
 

な
ご
意
見
を
伺
い
、
こ
の
新
五

所
川
原
市
総
合
計
画
に
で
き
る

だ
け
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

多
く
の
方
々
の
出
席
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
 

一
市民
会
議
に
ご
参
加
く
だ
さ
 

一
 
一
 

「
約
難

瞬
 

」
】尋
簾
」
一
・
造
算
三
蒼遮
蕊
驚
 

,
 

⑥
選
誉
胃
場
及
び
時
問
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
中
川
、
午
後
四
時
か
ら
。
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
廿
⑩
三
一
一
番
内

線
三
二
七
番
）
 

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

任
期
満
了
に
伴
う
小
田
川
土

地
改
良
区
総
代
選
挙
を
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＠
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水道事業所庁舎移転のお知らせ 
このたひ’水道事業所は、 青森食糧事務所五所川ljI（支所跡（永福神社通り）に移転iし、 8 月24日（月」 

から業務を開始しました。 

新庁舎所在地 〒037 五所川原市字柳町57番7 

電話番号 （0173) 34一9111（代表） 

ご協力ください 
総務庁統言十局では、10月 1日現在で、就業」轟

本調」Ii三を実施します。 皆さんのご理解とご協力

をお願いします。 

この調査は、皆さんのふだんの献二業・不就業

の状態などについて調査票に記入していただく

もので、ふだん仕事をしている方には、その仕

事についての事柄をお尋ねし、 また、ふだん仕 

4‘をしていない方には、就業希望などについて

お尋ねします。 

この調査により得られる統計は、国や都道府

県、市町村の雇川対策を始め、皆さんの仕事や

生活にかかわる政策を作り、推進するのに役立

てられます。 

この調］Ii三は全岡で約37万世帯を調査対象とす

る大規模な統計調査で、統計的な手法により、 

本市の1 5JIi 区が選ばれー、 これらの」lIl区にお住い

の世帯の中から、更に一定数の世呂片が無作為抽

出で選ばれます。 

選ばれましたIり7帯には、 9 月23 IIから 9 月30 

日までの問に調査員が調］Ii三票の配布にお伺いし 

就業構造基本調査 
	・l0月1日 

ますので、ご協力くださいますようお願いしま

す。 

なお、調査員は知事から任命され、調査票に

記入していただいた内容を他に漏らすことは、 

法律（統計法）により固く禁じられています。 

また、調査票は皆さん一人ひとりの個人のデー 

タとしてて引まなく、大勢の人のものと合わせて

集計し、統計としてまとめて公表し、利用さ才L 

ます。 

このように、個人やfI!：帯の秘密は完全に守ら

れますので、調査票にはありのままを記入して

くださるようお願いします。 

10月 1日就業構造基本調査 



例 1 
	

例2 

土地所有者・家屋所 家屋所有者と居住者

有者・居住者が同ー が同一で土地所有者 

の場合 	A が異なる場合 B 

負担金を納める人 
例3 
	

例 4 

土地と家屋の所有者 土地所有者・家屋所

が同一で居住者が異 有者・居住者がそれ 

なる場合 	A ぞれ異なる場合 B 
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水洗化工事は3年以内に一市下水道課 
下水道のいちばんの目的は、みなさんのトイ

レを水洗化して明るく衛生的な文化生活を送っ

ていただく ことにあります。 

下水道法では、下水道が供用開始されると 3 

年以内に汲み取り便i折や浄化槽式便」折を水洗便

所に改造することを義務づけています。 

工事費用は家屋の状態、Il」］］孜り、宅地の広さ

などによって異なりますが、標準tI」二帯ではおよ

そ40万円ほどかかります。 

しかし、工事費用を一時に負担することが困

難な方には、市が30万円を限度に無利子の融資

をあっせんしますので’、早めに水洗化されるよ

うお願いします。 

⑥融資のあっせんを受ける方へ 

ン金融機関 青森銀1ニ］二、みちのく銀行、事柳隆信

用金庫、東奥信用金庫、青森県信用組合、以 

ーLの王iiりi川原支店で取り扱います。 

＞対象者 ①処理区域内で建！物の所有者、 また

は占有者（所有者の同意を得た場合に限る） 

であること。② 3 年間の改善義務期間内であ

ること。 ③排水設備済言正の交付を受けている

こと。 ④自己資金のみでi攻造工事の費用を一

時に負担することが困難であること。⑤市税

水道使用料、下水道事業受益者負担金の滞納

がなく改造工事の資金の償還能力を有する者

であること。⑥確実なi野幣保証人（市内に居

住している人）を 1人以上有すること。 

※ただし、新築の場合や法人、官公署は丸t象

になりません。 

ン貸イ寸限度額 くみ取式トイレを水洗トイレに

改造する場合1 くみ］孜リ口について30万円以

内 

ン利子 市が全額負担します。 

ン返済 60カ月 （ 5 年）」2よ内の均等償還で“、 j質

金~泊助振替」三l、いです。 

レ必要書類 （1）水洗便所改造等資金融資あっせ

ん申込書（排水設備業者が持参します）(2｝納

税証明書（申請者が本人とう塵帯保証人のもの

を 1通用意してください） 

※実際に融資を受けるときは、申請者と週封昔

保証人の印鑑証明書を必、要とします。 

⑥受益者負担金について 

公共下水道が整備されると、その区域の環境

や排水がi攻善され、土士也の状態が良くなり、利

用価値が増します。 しかし、この利益はすべて

の市民が得るものでーはなく、その区域内に二iゴ也

を持ち、あるいは住む方のみが利益を受けるこ

とになります。そこで、受益者に’艮って利益の

一部を負’担金という形で、事業に還元していた

だこう というのが 「一下水道事業受益者負担金畑J 

I変」 で・す。 

土地所有者（権利者）に対し「 1rr 当たり350 I 
円」 の割合で賦課されます。 

※下水道工事期間中は、騒音や交通規制などで一

市民の皆さんに大変ご不便をおかけしますが、 

住みよい往予づく りのためご協力をお願いしま

す。 

I 

I 

『灘灘鰯繊,'\\\\ 驚》 
選 



I 個人年金と公的年金 
「 個人年金と公的年金は、掛金なり保険料なり 

~を拠山して一定の時期に年金の形で給1寸を受け 

~るという点では一見して似通っています。 

I 公的年金のうちでも、 とくに自主納付の形を 

I とっている国民年金では、一層似たように感じ

られます。 

しかし、二」引祭にはこの二つは役割もィ士組みも

全く異なるものです。 

・ まず、個人年金は定期1予i金などと同じ単なる

金融、保険商品であり、商品を買うかどうかは

！まったく0H壬意ですが公的年金は強制加入の社

会保険として国が責任をもってj雪営に当ってい

る公の制度で、本来、加入、』見退に任意性があ

リません。 

どのタイプクH固人年金にも共通しているのは

積みたてられた掛金の元利合計のみによって、 

年金の支払費用や運営の事務費、利潤等がまカ、 

なわなければならない点で’す。 

また、加入から支給開始までの長期にわたる 

l物価などの変！]il」に対応することがまったくでき

士せん。 

一方、公自勺年金I艮大の利点は、l吻価や賃金の

上昇につれて給付が改善され、いつまでも実質

価イi1［が維持されるということです。 

これは、公的年金が」比代と世代の」功け合いの

仕組みをとっているからこそできることです。 

このようなことから、個人年金と公的年金の

うちからーつだけ選択するという考え方は大き

な誤りですが、個人の努力で公的年金の基盤の

上に個人年金を積み重ねて、より豊かな老後に

備Iえることは大切なことと思われます。 

青森県オストメイト 

社会適応訓練講習会 

青森県身1本障害者父皇L相談所で1よ、Iまうこう、 

直腸機能障 1f者でストマ用装具を装イ端iしている

人及びその家族を対象に講習会を開催します。 

ン日日寺 9 月16日 （水）午後 1時から 

ン場所 市中央公」三と館 

＞講演 「ストマ用装具装着者としての心れI 
「ストーマ j月装貝，のlEしい匁L識」 外 

レ相談コーナー ストマ用装具の使用に係るも

の、就学就労、夫婦生活の持ち方、入浴、方f( 

行に必要な用意、社会福祉サービスの利用等。 

ンお問い合わせ先 市福祉事務所福祉係（丑⑩ 

211 1番内線 2 1 0 番）へどうぞ。 

昭和63年歌会始のお題と 
詠進歌の詠進要領 

宮 内 庁 

言永メーて‘もよい。） 

ン詠進要領 （ユ） 詠進歌こは、自作の歌で1人 1 

首「とし、米発表のもの。（2） 用紙；は、半紙（ 

和紙） とし、毛ニ筆で自書してください。 

（③） 病気又は身体障害のため自書することが

できない場合は、他人が代筆しても差し支え

ありませんが、代争三の場合には、別の紙に代

筆の理由、代筆者の住三jりiと氏名を書いて詠進

歌に添えてください。 なお盲人の人は、“」三字

で詠進しても差し支えありませスノ。（4） 書式

は、半紙を横長に用い、右半分にお遮Iと歌、 

左半分に郵1更番号、住所、氏名（本名、ふ I) 

がなつき）、生年月日、職業（なるべく具休

的に）を縦書きで書いてください。 （書式図

参照）無ii哉の場合は、」』上前］I蔵に就いたことが

ある場合は、なるべく元の職業を書いてくた’ 

さい。 なお、主婦の場合は、単に 「主婦」 と

書いても差し支えありません。 

ン詠進の期間 9 月 1 日から10月12日まて4とし、 

郵送の場合は、10月12日まで・の消I三pを有効と

します。 

レあて先 〒100 東京都千代田区千イ七田 1番 1 

号 宮内庁（封筒に 「詠進歌」 と書き添えて

ください。） 

（書 式 図） 

レお題 「車」 （「くるま」 のほか 「しゃ」 と「くるま」 のほか 「しゃ」 と 

あ
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（約33センチメートル） 

轟鷲難誉 
子~ゴ 

慧嚢護業嶺溜纏I奪 、麟轟護集額襲露露I蝉］さ 
麟麟曹議轟舞舞慧 
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「核兵器廃絶平和都市宣言」 

記念植樹祭を開催 

噂くらしと趣味の教室も 

ー勤労青少年ホームー 

＞受講資格 市内に1主」折または勤務先を有する 

勤りj」・青少年（15オ～30オ。そのほかの人でも 

ご相談ください） 

＞受講料 書｛酬斗（ただし、材米斗費は本人負担） 

ン申し込み締切 9 月19日 （土） 

ン受講時間 午後 6 時30分～午後 8時30分 

ン期間 後共月 9 月21日～・12月15日 

募集内容 
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国際居住年記念コンクこ11レ 
加 口 昔 佳 
Ir 口口 券 禾 

ー県国際居住年推進協議会― 

＞応募区分 

図j正il ノ」、t学校低学年の部、高学年の部、中学 

生の部 

写真 一般（どなたでもかまいません） 

住宅i没計 ー般（どなたでもかまいません） 

＞内容 イ1三まいや街なみなどをテーマとした作 

品とします。 

>I応募要領 

〇図i画の部 作品の大きさは四つ切とし、作品 

の裏側に学校名及びi折在地、学年、氏名を記 

入してください。 

cD 写真の部 作品の大きさは六つ切りとし、組 

写真は 4 枚以内。 作品の裏側に住所、氏名、 

電話番号を記入してください。 

0 住宅設計の部 

①設計条件一敷地i百i積 300m’前後、床面積 

145-200ml 、構造 木造、都市計画区域内 

」二下水道有、I巨一台分の駐車スペースを設 

けること。 

②家族構成一老夫婦＋夫婦＋子供 2 人 

③必要図ill一配置図兼1階平面図 1 /50、各 

階平面図 1 /50、立面図 2 面 1 /100、断面 

II 1 /100 

設計要旨を 400字以内にまとめて図面内に 

書いてください。 

④作品の大きさー Al版、 2 枚以内 

）締匂］日 9 月12日 （土）必着 

ン作品1の送り先及び問い合わせ先 

9030 青森市長島 1丁目1番1号・ 

県土木部建築住宅課内 「国際居住年記念コ 

ンクーノレ」 係（費O177② 1 1 1 1番内線43 

57番） 

花菖蒲の会 会員募集 

五R斤川原市花菖崩1の会i血合会では、花菖iiilを 

通して明るい社会環境と、より豊かな人間関係 

づく りのため広く会貝を募集しております。 

ン加入資格 市内在住者（ 1団体 6 名以上） 

＞年会費 1人 5 0 01月（名簿を添えて） 

ン会の事業 苗の無償配布、研修旅行、花菖，ilj 

祭、観賞会等 

＞申し込み先 市内元町56番地 山上（雪国)2 

388 ）へご連絡く fごさい。 

市では、 「核兵器廃絶平和都市宣言」 を記念

して 「市民憩の森林」 で植樹祭を開催すること

になりました。 多くの方々のご参加をお願いし

ます。 

＞日日寺 日召和62月三 9 月27日（日）現地午前10時 

30分から（雨天の場合は l0月 4 日に順延） 

ン場所 飯詰山国有林（味●曾ケ沢野鳥の家附近） 

ン申し込み先 9 月19日まで’に、市農林課（か

くI5>2 1 1 1番内線 2 1 5 番）へ申し込みくノご

さい。 

ンその他 （ユ）服装は、作業服、長ぐつ又はズッ

ク、 lF手を準備してください。（②）市で送迫lバ

スを月1意しますのて‘、当日午前 9 時30分まて‘ 

に市役iり〒前にお集り ください。（③）昼食、使用

器具は市で準備いたします。④参加者全員に

苗木を無償配布いたします。 

曜日 教 室 名 人員 回数 内 	容 

月 組 	ひ 	も 10 10 各種基本から完成まで 

火
  

紙ねんど工作 10 10 人形基本から完成まで 

料 	理 15 10 和・洋・中華まで 

陶 	芸 12 10 焼物の基本 

茶 	道 10 10 お茶の基本（裏千家） 

水
  

ア
 
ロ
 
ピ
 

カ
／
 

エ
煎
 
ス
茶
 

 

20 10 誰でもやさしく踊れる基本 

10 10 方円流 

生 け 花 10 10 小原流 
木 

ボ―ルペン字 10 10 実用ボールペン 

令 着 	付 10 10 着こなしのポイント 

お申し込みなどは、市勤労青少年ホーム（費

国)3 6 0 2 番）へどうぞ。 



自衛官 

2等陸・海・空士（男子）の募集 

ン応募資格 El 本国籍を有し、採用月の lII」り 

在1 8i畿以上25i歳米i前の者 

＞受イ寸 年間を通じて実施している。 

＞試験期日及び種目 

(1）試験期日 受付時に示す。 

(2）試！験租I目 

①筆記試験（国語、数学、社会及び作文） 

②口jti試験 

③身材耕貴査（基準） 

種 	目 基 	 準 

身 	長 155cm以上 

胸囲・休垂 身長と均衡を保っているもの 

規 	力 両III』の課田I視力が0.6以十、又は両liltの
深川I視力が0.●以上で鳩正視力が0.8以 I・ 

色神・聴力 正常なもの 

歯 ま警累マ”あ劉噌 (t'i,.) c')t' IQ) 	を完了したし 

そ の 他 身休健全で伝染性疾思・慢性疾思及び四
肢関節等に異常のないもの 

Q).i&I1杉了査 

警察官（日・交通巡視員 

採 用 試 験 
県警察本部で1よ、高等学校卒業f」Il度の人を対 

象として警察官及ひ’交通巡視貝の採用試験を次 

のとおり行います。 

＞採用予定人員 

0警察官 約20人 

0交通巡視員 約 2 人 

レ受験資格 

〇警察官 昭和35年 4 月 2 日から昭和45年 4 

月 1 日までに生まれた男子。 ただし学校教 

育法による大学の学部を卒業した者又は日召 

和63年 3 月31日までに卒業する見込みの者 

（人事委員会が同等の資格があると認める 

者を含む。）を除く。 

0交通巡視貝 昭和39年 4 月 2 日カ、ら日召和45 

年 4 月 1 日までに生まれた女子。 

N試験日程 

0第一次試験 l0月18日（日）青森商業高等 

学校、i]L前高等学校、八戸西高等学校 

0第ニ次試験 11月25日（水）県警本部 

ン申し込み受イ寸 9 月19日（土）まで’ 

なお、警察官（B ）試験は、警視庁、神奈川 

県、ニF葉県、埼玉県及ひ青争岡県の警察官を了さ】【望 

する人も同時に受験することができます。 

詳しいことは、五所川原警察署（費国2 14 

1番）へどうぞ。 

「下北の道めぐり」 

参加者募集 
占森県歴史の道整備促進協議会では、下北Q) 

j首めぐりを行ないます。 

みなさんの参加をお待ちしております。 

ン日日寺 9 月l3日 （日）'F前 8 時～19時30分 

Nコース 五所川原中三月ij～今泉～蟹田～フェ

リー～脇野沢～う衰山～恐山～石油基地～野辺

地～鶴田～中三前着 

N集合場所・時間 中三デパート月ij（市内本町） 

'F前 8 時 

ン会費 1人 5,4 00円（畳食・見学料り 

N申し込み先 青森市大字松森字佃 青森県歴

史の道整備促進協議会事務局（費0 1 7 7@ 

1 064 番） 

＞申し込み締切 9 月10日 （木） 

ン申し込み受仁十時間 午前 8 時30分～午後 4 時 

（日曜日を‘余く） 

⑨昭和62年（1987年）9 月 1日 
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生きている二・二・六 池田 俊彦 原稿用紙そのまんま 伊
  
奈
か
 
っ
 
ペ
 
い
 

わが国の国土は整備
されているカ・ 栗原 文雄 朱夏の女たち上・下 五木 寛之 

南京への道 本多 勝ー 零れた言葉 岡本 澄子 

円は世界の回リもの 三井銀行 洋食セーメ軒 神吉 拓郎 
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里羽 清隆 血のピアス 竹河 	聖 

まっリ（あおもり） 
東北の祭リ
刊 行 会 凧の蝶 西村 野行 

米ソ新時代と［I本の
安全保障 

ピアノ協奏由I 
二ト一番 遠藤 周作 神谷 不二 

りIき出しと整埋棚 鈴木 郁夫 大江戸観光 杉浦日向子 

りんご料理100選 下田 敦子 消えたスープ 江島 玉枝 

画家たちの原風景 堀尾真紀子 源氏物語の女性たち 秋山 	慶 

堤防の釣り 橋 作家と文体 倉滞 昭癖 

海軍軍令部 豊［日 	根 柳」から落ちて米た
天使 赤川 次郎 
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下
 

泉 	鏡花 

同名異木のはなし 満久 崇麿 庭の砂場 山口 	瞳 

E様と私 開高 	健 花堕ちる 上・下 連城三紀彦 

話しか人I"] 小林 利逸 鬼麿斬人剣 隆 慶・郎 
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みんなの健康教室 
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所 
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ンラニーマ 

9 月 25 日（金〕午後 1時 

市価そ健センター 

I工i度 i淳治先生 

（公立金木病院長） 

「微生物と感染症」 

日
 
場
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主 催 北五医前i会・市民保健協議会 

みんなの健康教室 
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江 渡 医 院

小笠原内科医院

兼平内科小児科医院

川崎胃腸科内科医院・

木 村 内 科 医 院・

健生病院五所川原診療所・
佐藤仁外科胃腸科医院・

佐藤内科小児科医院

荘 司 内 科 医 院

白戸胃陽科外科医院

西 北 中 央 病 院 
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猫I韮篇扇葛曹芸T1 

	

あなたが市内でたばこをお買 	 I 

	

い求めになりますと、たlまこ消 	 I 

	

費税が市の収入（たとえ‘まマl 	 I 

	

ルドセ-7ン1程iにつき41トU 40銭） 	 I 

~ になります。 

市役所の電話番号は⑩2111番 

健康コーナー 
「愛の献血」お願いします 
期 	日 時 場 	所 

。

J
 

H
  

月
し
 

5
り
 

午自れ0時から 
午後 4 時まで 

衡
 
】
町
 

前
お
 
祭
 
広
 
場
 

 

9 月I0日 

（木） 

午前10時から 
正午まで 

市役所飯詰支所前 

午後 1時30分から
午後 4 時まで 

県合同庁舎前 
（栄町） 

ミニドツクを受けよう 
市では40歳以上の市民を対象に1戊人病の早期

発見、早期治療を目的としたミ＝．ドックを実施

しています。文寸象となる人は積極的に受けるよ

うにしてくノごさい。 

レ実施期間 8 月 1 日から翌年 2 月29日まで’ 

レ実施時間 医療機関によって実施時間が違い

ますので申し込み時にお知らせいたします。 

＞対象者 日召和23年 3 月31日までに生まれーた方。 

なお、］識場等で検診を受けられる方は除きま

す 

ン受診方法 受診を希望する人は、市衛生課及

び市役所各支i折窓口に保険証を持参のうえ、 

受診記録票の交付一を受：け、希望する医療機関

で受診してください。 

レ受診料 L 000JIJ（申し込み時） 

ただし70歳以一上の方、生活保護世帯、市民税

非課税lI」：帯の方は無料一（申し込みの際証「1月書

を扶劉~してください )', 

ン診査項目 間診、身体測定、血圧測、定、心電

図、」可ミ検査、貧IIIl検査、肝機能検査。 

ン問い合わせ先 市衛生課（内線 27 2 番）。 

③実施医療機関名 

'I 

I 
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